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★キヤスターの取付け方 （6 頁)をお読みのラえ、 
キヤスターをヒーター下部に取り巧けてください。 


このたびは、デロンギヒーターをお買上げいただ 
さまして、まことにありがとラございました。 
お求めの製品を正しく安全に使用していただくた 
め、ご使用の前に、必ずこの取扱説明書を 最後まで 
お読みください0 

また、お読みの後は、保証書と共に大切に保管し 
て < ださし、。 


ち < じ 


•ま全上のごま意-1〜日 

• 知っておいていたださたいこと-已 

• 各部の名称とはた5き (★キャスターの取巧けち) -6 

-デジタルタイマーのしくみと使い方-7 

• デジタルタイマー使用上のま意点-8 

• 才ート運輯のしかた-9〜10 

•マニュアル運隨のしかた-11 

-お手入れ/保管のしかた-12 

•賣む点検について-……-に 

• デロンギ•エコカバーの使い方-13 

•仕様-…… -13 

• これは故障ではありません-14 

. アフターサービス-14 

























































































































【まを上のご注意 必ずお巧0<ださい、 


•ご使用の前に、必ずこの「安全上のごを意」をよくお読みください。 

•ここに示したま意事項は、製品を正しく安全にお使いいたださ、あなたや他の人々への損害を 
未然に防止ずるためのものでず。いずれち安全に関ずる重要な内容でずので、必ずお守り 
くださし、。 

•を意事項は、誤った取扱いで生じることが想定される内容を、その危害や續害および切迫の 
度台いにより 、 r 危胤 r 養き J r を意 J の=つに区分し、明示していまず。 


A この表示を無祝して誤った取扱いをずると、 r 人が死 t または重傷を 

負ラ是し迫った樹をの発生が想定される内容 J を示していまず。 


A ちをと fci この表示を無視して誤った取扱いをずると、 r 人が死 t または重傷を 

ZiAW R 負ラ可能性が想定される内容 J を示していまず。 


A ) を意 


この表示を無視して誤った助巧いをずると、 r 人が傷害を負ラ可能性 
巧び物的損害のみの発生がお定される内容 J を示していまず。 


•各を意事項には、「を意」「禁止」「強制または指示」を促ず絵表示(記号)が付いていまず。 

A :発乂注意 :感電注意 高温注意 

(X )： 禁止巧為 ( J )： 分解禁止 

9:強制または指示 S :是化みプラクをコンセン h から巧く 



電源について 


A 警告 



♦電源は、一般家庭用1日日 V /加•郎 Hz を 
ご使用ください。 

•電源は、「1日 A 1巧 V 」と記されている 
壁面のコンセン h から直接おとりくだ 
さし、。 



•ヒーターは、 単独で ご使用ください。 

♦ニロコンセン S の場含は、片方の差& 
み口を 空けたままで ご使用ください。 

イ也の器具と併用ずると分岐 































電源について 


么警告 


♦延長コード、テーブルタッスソケット 
などは、絶巧に使用しないでくださし、。 



♦運転中、差みプラグ/電源コードが 
異常に熱くなるとさは、直ちに使用を 
中止してください。 


ショートや発乂する恐れび 
ありまずので、弊社サービ 
スセンター (14 頁参照）まで 



•差込みプラグは、根元までしっかりと 
差し込んでください。また、差し込み 
□のゆるいコンセン K は、使用しない 



♦差みプラグ/電源コードは、傷付け 
たり、無理に曲げたり、重たい物をのせ 
ないでくださし、。 



•運転中は、電源コードがラジェター(放 
熱枫に触れないようにしてくださし、。 


熱で電源コードが傷み、シヨ 
一 S や感電などの原因にな 'V 
りまず。 

0 ^ 



電源について 心王思 



♦電源コードをコンセン h から抜く際は、 
必ず差化みプラグを持っておいてくだ 
さい。 


電源コードを持って無理に 
引っ張ると、破損し、感電や 
ショート、発乂などの原因 
になりまず。 




•濡れた手で、差込みプラグの抜さ差し 
をしないでくださし、。 

感電の恐れがありまず。 

A H 


•運転の際、電源コードはコード • A 
ホルダ-から解いてください。が 
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設置場所について 


么警告 


♦テースレや机、電源をとるコンセント 
のずぐ下での使用は、お止めください。 

ヒーターの上部をふさぐと 
巧流がでさず高温になり、 

火災やヤケド、故障などの 
原因にな0まず。 


•かや湿気の多い場所での使用は、お止 
めくださし、。 


AM 




設置場所について 


A ' ま意 


•壁や家具、電源をとるコンセントからは 
必ず 20 cm 切上離してください。 

材質によっては、変色ずる 
場合がありまず。 

20cm 

に 


〇 





广 1 

ししノ J 

1—1 口 

\ "" 1 

1 D 

〇 



iiii 

逝姐む 


/{• 20cm 


み 



♦平らなところ(床）に置いてください。 

倒れると、ケガや事故の 
恐れがありまず。 


〇 





使用ずる上で—— 

A 危険 ） 


>キャスターは、必ずヒーター本体の下 
部に取り付けてください。 



>横倒しでの使用は、絶対にお止めくだ 
さい。 

乂災や故障などの恐れが 








































































废用ずる上で 


A 警告 


>ふとんや毛布、濡れたちの(洗濯物)な 
どをかけないでくださし、。 

過熱により、乂災やが障 
などの恐れがありまず。 


0 



>犬や猫など、ぺッ h の暖房用に使用し 
ないでくださし、。 

ぺッ h が本体や差么みプラ-'^ P ' 

グ/電源コードなどを傷め、 

乂災などの原因じなりまず。 




•本体にはオイルが密封されているため、 
分解や修理、改造はお止めください。 

発火や故障などの原因に 
なりまず。 





>長期使用しない場をは、必ず差みプ 
ラグをコンセン h から抜いてください。 


コンセン h の間にたまった 


ゴ S や結露が、シヨ ー h や 



使用ずる上で 


么ま意 


>ヒーターの移動は、冷えてから 
行なってくださし、。 


〇 


>ラジェターのスキ間や格子部に 
異物を入れないでください。 


Q 


運乾中は 


么警告 


>運転中および停止直後は、ラジェター 
(放熱板)に触れないでください。 

ラジェターの表面温度は、 

中ぶ、部で1日日 ’ C 前後、周逆 
で目日 ’ C 前後にな0まずの 
で、長く触れているとヤケ 
ドをずる恐れがありまず。 


A 



>本体および操作パネル(こ、水やジュー 
スなどをこぼさないでください。 

万一こぼした場合は、ショ 
一•卜や感電などの恐れがあ 
りまずので、直ちに使用を 
中止して、製社サービスセ 
ンター (14 頁参照)までごネ目 
談ください。 



•万一、異常が生じた場合は、直ちに電力異常な状態で使用を続けると、事故や故障に 
スイツチを切り、差込みプラグをコン^^つながります。必ず、弊社ヴービスセンター 
セン h から抜さ、使用を中止しまず。り 4 頁参照)までご連絡ください。 
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C 運帥は 么ま意 ) 

♦小さなお子様がいるとさは、 

必ず巧さ添ってください。 

〇 "，が種、 

•ブレーカー(分電盤内の^ 
配線遮断器)が落ちる 
場合は、電力会社にご 
相談ください。 

いん 一 

風。 


C 保管について c=i ) ^ 保管について 胃、 ) 


♦必ず差么みプラグをコンセン h から抜 
さ、ヒーターが冷えてから行なってく 



•洗剤やクレンザー、シンナー、金たわし 
などは使用しないでください。 



知つておいていただをたいこと 


お求めのヒーターの定格電流は12 A (アンペア)でず。ご家庭内の他の(使用中の) 
電気器具のそれとの 合計値が 、契約電力(電気料金の請求書/基本契約欄に邮 A と 
記載)を超えていないか——ご確認ください。 

ちなみじ、定格電流の算出方法は、 ミ肖費霞力 ( W ) 

右記の通りでず。 定格電流 ( A ) =- 

1日日(二電圧 V ) 


ブレーカー(分電盤巧じある配線遮断器)は、その回路で電気を使い過ぎた時や、 
何らかの原因で瞬時(こ大電流が流れた時に、自動的に電気を断ち、その回路を守り 
まず。 

契約電力が不足している場合や、足りていてち、その回路の容量を超えて複数の 
電気器具を使巧ずれば、ブレーカーが働さ （= 落ち)まず。 

《契約電力が不足しでし^る場合は、電力会なじ増量を依頼してください。 


暖房ずる部屋の条件(建材や位置 
など)(こより異なりまずが、おお 
よそち記の通りでず。 


スイツチを入れてから 
加分〜 1 時間 
(電力は最大に設定） 

室温が適温に達した後 
サーモスタツ S で調節 
(ヒーター稼働率即％) 

約2日円/時間 

約17円/時間 


(ァンぺァ) 

定格電流に 
っいて—— 

ブレー カ —に 
っいて—— 

( 、 

電気代但勃に 
つし、て—— 










































る部の巧称とはたらを 


操作パネル 


サーモスタット_ 

室内の温度を自動調節、適温の 
設定に使用しまず。ダイヤルを 
右に廻す(数字が大きくなる）ほ 
ど遍度が高くなります。 


パイロツトランプ 


電力切替えスイッチ 

9つのスイッチで、消費電力を 
5 邮 W，7 日 0W*1 日 W の 3 段階に 
切替えられまず。 


差込みプラグ 
電源コード 
コード’ホルダー 

使用しない時(移動時など)じ電 
源コードを巻いて収納しまず。 
プラグ収納是し穴つさ。 



ラジェター(放熱板） 

難燃性オイルが密封されていで、 
下部には倚がの電気ヒーターが 
入つでいまず。ヒーターじより 
暖められたオイルはパネル内を 
循積。サーマルカットフイン(放 
熱板)で劾率良く放熱し、自然が 
流じより空気を温めまず。 


デジタルタイ 7— 

暖房の開始 (ON) と停止(日 FF) 
を自動的に巧なラプログラムを 
B tz ツ h まで設定でさる別時間 
デジタルタイマーでず。 


キヤ スター 


キヤ スターの 取付け方 


付属のキヤスター（2組）を、 
U 型金具と蝶ナツ M 各 2) で、 
本体 下部の両端 にしっかりと 
固定しまず。 

取0巧けは、本体を仰向けに 
して行ないまず。 


キャスターが 
U 型金具 ♦ 


で機ナット ■ 



A 危険 


キヤスターを誤って本体の上 
部に取巧け使用ずると、火ぶ 
や故障などの恐れがあり危険 
でず。ご注意ください。 


《この図は、本体を仰向けじした状態です。 
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デジタルタイマーのしくみと ffl い方 


•□ N / OFF 型デジタルタイマーでず。 

暖房の開始 ( ON ) と停止 ( OFF ) 時刻を 
設定でをまず。 


•24 時間プロヴラム式でず。 

一度設定(已セツ h まで巧)ずれば、毎曰、 
同じ時刻に一定の時間だけ暖房でさまず。 


r 


•各部の名称としくみ， 



プログラムを設定/確認ずる。 


液晶ディスプレイ 
時刻表示 
-解除ボタン 

全プログラム/時刻を一度に解除 
ずる。先の細いちので押ず。 

-分ボタン 

分(日〜 59) を表示/セッ K ずる。 

時ボタン 

時の〜巧)を表示/セッ K ずる。 

運転切換えスイッチ 

I :手動運癖/開始 
auto ： フログラムによる運転 
〇：—時停止 


※タイマーにはバックアップ用のバッテリーが内蔵されており、差込みプラグをコンセントから抜しでも、しばらくは 
作動しまず。ただし、長期間使用しなかった場合などは、バッテリーが不足し、液晶デイスフレイが表巧されないこ 
とがありまず。こんなとをは、差込みフラグをコンセントに入れ、1時間ほどお待ちください。 

V ^ 


(1) 時刻の合わせ方 


※オート運転をずるには、現在の時刻合せが必要でず。 


電源を接続ずる 

差込みプラグを壁面のコンセン he 
直に差し込みまず。 


時、分を合わせる 

時刻設定ボタンら)を 巧しながら、 時 
(h + ) および分ボタン (min + ) を必要な 
回数だけ巧しまず。 



ディスプレイ画面 


00:〇〇 


X/ 



巧し続けると、数字が早く進巧ずる。 

■X/ 


時刻を r 確定 J ずる 

時/分を含わせたら、時刻設定ボタン' 
©から指を離しまず。爲了） 


□□□回 

の® h 中_化、が 


AUTO 〇 


































































































デジタルタイマー使用上の注意点 



* ごほ用の前に、化ずお読み < ださい。 

デジタルタイマーは、万一の停電などに備え、設定 
した時刻およびプ□グラムをバックアップずるため 
のバッテリーを内蔵していまず。但し、 このバッテ 
リーの蓄電量が不足ずるとヒーター本体が正常に 

作動しません ので、 liTF の点にま意してご使用く 
ださい。 


最初に、または毎シーズン巧めに使用ずる場合 


I AUTO 〇 



を端に七ットずる 


•蓄電量が不足していることがありまず。 

差込みプラグをコンセントに入れ、運転切換えスイッチを 
左端（ I :手動運転/開始)にセットします。約1時間(火の 
充電でバッテリーランプび点なし、実用蓄電量に達すると 
画面にデジタル表示び現れます。 

★充電時間は、蓄電の残り量にをちされまずので、更に数 
時間を要ずる場合もありまず。 


シーズンオフ、または長期間ほ用しない場る 


バッテリーの電気(蓄電)を節約してください。 

シーズンオフなど、長期間ヒーターを使用しない場合は、 
必ず運転切換えスイッチをを觀(〇:-時停止)にセットし、 
差込みプラグをコンセントからおきます。 

バッテ U — の電気嬉電)を無駄使いしない(二残り量を多 
くする）ことで、次回の充電時間を短縮でさます。 


化ずお守り <ださい 


バッテリーの電気嬉電)び放電してしまうと、次回の充電時 
間び約 5 〜 6 時間になる場合をありますので、ヒーターを長 
期間使用しないとさは- 

1•タイマーの運乾切換えスイッチをち端にセットする 
2.差込みプラグをコンセントか5巧く 

上の点を、必ずお守りください。 



AUTO 〇 


ち端にセットずる 












































































才ート(プログラム)運起のしかた 


-タイマー(プ□グラム)で自動暖房ずる場含の操作手順- 


[例：午前9時加分から午後1時まで、1回暖房ずる場合] 


ディスプレイ表示 


時刻を合わせる 

電源を接続し、タイマーに 
現在の時刻をセットします。 


7頁参照 


8：：10 


現在時刻：午前日時3日分(仮定） 


百 




才ート運歸こ切り換える 

運転切換えスイッチを AUT □に 
セツ h しまず。 


AUTO 〇 



8：30 




プログラ厶ボタン©を押ず回回 

プログラム1 の ON 時刻の設定が^ 沪-一 け 


AUTO 〇 


可能になりまず。 


m 


ON 


ブログラム密号に！が表示される 




開始時刻をセットずる〇〇〇 

時か+)、分ボタン ( min +) を押して、! 巧 ,® uTo'o 
希望の開始時刻をセ、ツ h しまず 。 rnrrf 


ON 


Q 


こ?ぶ 


プログラムボタン©を押ず回回 

開始 時刻が確定し 、プログラム1の’^ 


OFF 時刻が設定可能になります 。、/ imi 


OFF 


停止時刻をセットずる回□回 

時か+)、分ボタン ( min +) を押して、^ -^ 

希望の停止時刻をセツ h しまず。、、、 


AUTO 〇 


TFT 


OFF 


I ご! •のの 


UU 


プログラムボタン®を押ず^□回 

停止時刻が確定し、プログラム2の^ 

□ N 時刻が設定可能にな0まず。 


TT 


ON 




フログラム番号に2が表示される 


►手順囚〜百を繰り返ずことで、最高已セツ S までのプログラムが設定巧能です。 
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手順回に続く/ 







































































































M ノ U ソフ公 鼓 冗 W 終/ ^ 

1!] 時刻設定ボタン©を押しまず。時/))^ 
UJ 刻表示に戻り、オート運転が開始 ^ 

BS5 ： 公;が 

H されまず。 し 

j 1 II 1 1 

ノ： 現な時刻の表示になる 

J 



H 電カスイッチを入れる 

K 1 電力 切替えスイッチを 2 つとち入 T 
H れまず。 / 


オー h 運輯時は、あらかじめ電力 
スイツチを入れておかないと、開 
始時刻になってち運転されません 
ので、ご注意くださし、。 


m サ-モスタットを最大にする、 い: 

I II サ_モスタツ K© ダイヤルを右仁^\) 
Ud し、つぱいに週しまず。 ぃ 

誤 

A 

お望みの室温になった5、サーモ 
スタットをゆっくりと左に戻し、 

パイ□ットランプが消えた位置で 
r 止めます （= 適温の設定)。 


あとは、設定した時刻を変更/解除しない限り、毎日、同じプログラムで運範(暖房)を 
繰り返します^適温の設定は、次頁「マニュアル運転のしかた」手順 5 を参照してくださし、。 


@オート運起の変更/解除のしかた、注意点 

/ A r 一 — ! 1 I ~ - - -s ✓ — -- 


プログラムを変更/解除ずる 


プログラム設定上のごを意 

•プログラム(時刻)を確認ずる場合—— 


•プログラムの作動時間がダブった 0 、 

①プログラ厶ボタンを押し、順次、プ□グ 


つながったりずると次のプログラムは 

ラムを呼び出ず 


運巧されません。 

這)確認後、時刻設定ボタンを押ず 

•プログラム(時刻)を変更ずる場合—— 


(ダブった場合） 

①プログラ厶ボタンを押し、変更ずるプロ 


卜 フログラム 1 ■- ■イ 

グラ厶を呼び出ず 


卜 --- プ□グラム 2 ■■■叫 

©時、分ボタンで新しい時刻をセットずる 


(つながった場合） 

@プログラムボタンを押ず （ >確定） 

@時刻設定ボタンを押ず 


卜 ■■■■プログラム 1- ■■■ 

■■■■プログラムが" - 

•プログラムを一時的に解除ずる場を—— 

運転切換えスイッチを 1 (運転開始) または 
0( 停止) じたッ K しまず。 


プログラム 2 は、運行されません。 

《マニュアル運転が才一 K 運転の時間枠 

1 AUTO 〇 1 AUTO 〇 

[つ ^ 1 ― 1 一— 1 


にくい込んだ場合でち、プログラムの 


残り時間は、運転されまず。 

ブログラムに関係なく プログラムに関係なく 


開 停 

始 マニュアル 遅転 止 

暖房(還お)ずる場合 暖房を止める場合 


プログラムによる 才ート 運転に戻ずじは、 
AUTO にたットしまず。 


1 - 1 

:才 一 h 運転 

•全てのプログラムを解除ずる場合—— 


卜 ■--- プ□グラム-"- 叫 

解除ボタンを(先の細いちので)押しまず。 


沿 AT 止 

M 殘 〇 時間は、 费 

※同時に、「現在の時刻」ち解除されまず。 
- / 


るリ MVJ |cy iOv\ 巧り 

運転されまず。 

< ___ _ 


10 



























































•ユアル ( 手動 ) 運起のしかた 


-タイマー(プログラム）によらず、そのつど暖房ずる場台の操作手順- 



[T 


サーモスタツ h を最大にセツ h ずる 



k サーモスタツ h のダイヤルを右にいっぱいじ迴し、出カレ 

L 


m ベルを最大にセツ h しまず。 

1 





暖房運転を開始ずる 

電力切替えスイッチを入れまず。（早く暖めるために、ス 
イッチを2つとお入れ、電力を最大じしてくださし、。） 

パイロッ h ランプが点'なし、暖房が開始されまず。 

MIN (弱) + ME □仲) = MAX (強） 





適溫(体感温風を設定ずる 

お望みの室温になったら、サーモスタツ K をゆっくりと左 
に廻して、パイロツ h ランプが消えたところで止めます。 
これで適温がセツ h され、後は自動的に適温が保たれまず。 
室温を上げたいとさはサーモスタツ h を右に廻し(数字が 
大をくなる)、下げたいとさは左(こ迴しまず。 





暖房運転を停止ずる 

電力切替えスイッチを切り、差込みプラグをコンセン K か 
らおさまず。 

^ 高温を意：ラジェターは、停止後しばらくは熱いので、 
触れないでください。 


n 















































































お手入れ/巧管のしかた 


运 

Q 

0 


お手入れおよび保管をずるとさは、必ず差込みプラグをコンセン K から抜を、 
ヒーターが; ちえてから 行なってください。 

\ 

洗剤やクレンザー、シンナー、金たわし等は、使箱しないでください。一 


保管の際は、横倒しにしたり、上に物を乗せないでくださし、。 



•お手入れは、定期的に巧なっ 
てください。 

参操作パネル内のゴ S やホコリ 
は、掃除機を使って吸い取る 
か吹を出してください。 



♦本体は、乾いた軟らかい布で 
ふいてください。ミちれがひど 
し、ときは、巧にお湯を含ませ、 
かたく絞ってからふいてくだ 
さい。 



♦収納/保管する場をは、商品 
パッケージに 入れるか カバー 
をしてホコリを防ぎ、乾燥し 
た場所に置いてください。 



※デロンギ•エコカバーをご利用くださし、。 


真点巧について 



長年ご使用の- 

デロンギヒーターの点検を.グ 

保証期間 (3 年)び過ざて気になる点びございましたら、 
ま全のために、専門技術者による点検(持込み)をお勧 
めします。点橫の依頼方法、料金等につきましては、 
弊社ヴービスセンター (14 頁参照）までお問い合わせ 
ください。 
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デロンギ•エコカバーの使い方 


1) ホコリよけのカバー■として：シーズンオフに、収納/保管用カバーとして 
ご利用ください。 

2) ご不用時/回収ご依頼時の捆包材として：デ□ンギヒーターに使用して 

_- -いるオイルには、環境に有害な有機塩素化合物•重金属び 

=r =含まれておりません。しかし、自治体によっては、ご不用 

Z =になったオイルヒーターを引さ取らない場合びあります。 

ミその際は、下記の要領に従い、製社サービスセンター（ち頁 
参照）までお送りください。素材ごとに分別し、リヴイクルいたします。 
送料について►リヴイクル費用は弊社び負担いたしますび、送料は お客様 

のご負担(元払い） となります。ずめご了承ください。 

捆包について►ご不用になったデ□ンギヒーターを付属のデ□ンギ•エコ 
カバーで包んでお送りください。また、デ□ンギ•エコカ 
バーけがのもので徊包/返送された場合は、リサイクル 
費用が有料となることがあります。 



※デロンギ•エコカバーは、無漂白の 
綿100 %で作られていまず。 



製 

品 

名 

称 

デ□ンギヒーターヴーマルカットフィンデジタルタイマー付 

型式番号/放熱板の数 

H 310912 TDC /9 枚 

適 

用 

宜 

数 

3 〜 8 畳 

電 

圧/周波 

数 

AC -100 V /50.60 HZ 

消 

費 

電 

力 

500.700 .12 日 0 W 

外 

お寸 

法/重さ 

長さ 44 X 幅 22 X 高さ 64 cm/l 日. Ik 呂 

夕 

斗 

マ 


24 時間プログラム式デジタルタイマー 

安 

全 

装 

置 

転倒時自動電源遮断装置•復帰型安全ヒューズ 

電源 コー 

ドの長さ 

2 m 

付 

属 

品 

キャスター X 2 、 U 型金具 X 2、 蝶ナット X 2 
デ□ンギ•エコカバー 


※外形寸法および重さは、キヤスターを取りがけた状態での数値です。 
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これはが障ではあ D ません 


初回ご使用時の 
臭いについて 

\ _ / 


初めでご使用じなる時に、若干、異臭を感じる場合がありまず。 

これは、ラジエターの塗装面が熱になじむまでのことで、機能や安全 
性に問題はありません。ただし、数度ご使用されても臭いがしたり、 
初回でち臭いがさつい場合は、他の原因ち考えられまずので、ご使巧 
を中止し、弊社サービスセンター(下記参照)までご連絡ください。 


八チツ八チツと 
音がずる 


スイッチを入れると、しばらく天ぷらを揚げるよラな音がする場合 
がありまず。これは、外気との温度差じより、ラジェター内部に結 
露が生じ、熱くなったオイル(こ落ちたとさのちのでず。異常ではあ 
りません。 


_青白い光が見えを 


周りが暗いと、操作パネル内部に青白い光が見えることがありまず。 
これは、サーモスタツ h またはタイマーが電源を ON / OFF する 
際のちので、故障ではありません。 


アフター サ- 



•使用中に異常が生じたとさは、直ちに電カスイッチを切り、差这みプラグをコンたン h から抜を、お求め 
になった販売店か弊社サービスセンター(下記参照）にご相談ください。 

♦巧一故障した場合は、保証書に記載されている販売店に①お求めの時期◎製品名称と型式番号®故障の 
が況を連絡のラえ、修理を依頼してください。 

•宅配便などを利用して弊社に返送される場合は、必ず故障の状況を記した X モを商品パッケージに同封 
くださるようお願いしまず。 

参ご転居、ご贈答、その他保証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の点があれば、お求めの 
販売店か下記までお問い合わせください。 


お問い□ね U は サビス tz ソターまで 

東京： 


デロンギ • ジャパンヴービスセンター 

(受付時間 ►i 、曰、ネ兄曰を除く毎日9:30〜18:00まで） 



ミ横浜：于221 -0022 神奈川県横お市巧奈川区巧屋的 3-9 巧田 含 庫 ㈱ 巧4号ビル 

Tel . 0120- 804 - 280/ Fax . 045 - 450- 3291 


如 編デロンギ•ジャパンな織 

(t Tt ) (サービス受付時間、曰、祝日を除く毎日9:加〜1日：加)， 

—徵周— 



14 




























DHI-0008 

環境にやさしい無塩素讓白エコパルフ (ECF) と 
ソイインクを使用していまず。 


DeLonghi 


De ' Longhi Japan uorp . 


デ□ンギ•ジャパン株式舍ネ王 

本 社：干 101-0044 東京都千げ田区鍛冶町 1-5-6 第3大東ビル Tel.03-525B-6321 (代) 
大阪支店：〒541-0051大販市中巧区備を町 3-3-15 ニュー備後町ピル Tel. 06-6263-6116( 代) 











